
成果報告書 

 

●事業分野 住替え・二地域居住を促進するための文化資源を活用した地域の活性化を図るモ

デル事業 

●事業名 那賀町くらし体験モデル事業（定住・二地域居住促進） 

●事業主体名 特定非営利活動法人阿波農村舞台の会 

 

1 事業内容 

（１）事業目的 

 徳島県那賀郡那賀町は、徳島市内から車で約２時間、京阪神からも車で３～４時間という立

地にあり、都会にない昔ながらの温かい地域コミュニティや生活文化が色濃く残されている。中

でも拝宮地区は、江戸時代から和紙の産地として栄え、戦後間もない昭和 20 年代に地域の住

民が資金を出し合って建てた床面積３５０㎡、２階建て杉皮葺きの風情ある和紙工場が今も残

されている。 

 徳島県内には、神社の境内に人形浄瑠璃を奉納するための農村舞台が全国で最も多く残さ

れているが、拝宮地区の鎮守の森には、規模やロケーション、保存状態とも県内屈指の人形芝

居の舞台が残り、毎年、阿波人形浄瑠璃の公演が行われている。かつては４０体以上の人形を

有する拝宮人形座が活躍していたことから、今も地元の有志が「えびす舞」と呼ばれる演目を伝

えている。また、柚子や干し柿の産地としても有名であり、棚田や段々畑、村を流れる谷川、点

在する民家が美しい景観を形成するなど、豊かな文化資源に恵まれた地域である。 

 都市部では近年、団塊の世代を中心に「田舎暮らし」をしたいという願望や、自然環境豊かな

土地で「子育て」をしたいというニーズが広がっている。また西欧文化偏重に対する反省から、地

域の生活に根ざした文化資源への関心が高まってきていることから、農村舞台での人形浄瑠璃

公演や手漉き和紙に関わる生活文化、柚子や干し柿といった食文化などは、都市部の人々を

惹きつける観光資源となり得る可能性を秘めている。 

 このような状況を踏まえて、拝宮和紙・井本紙漉場における手漉き和紙研修会を中心に、那

賀町の文化資源を活用し、定住・二地域居住の促進を図ることにより、過疎、高齢化の進む那

賀町の活性化につなげていく。 

 

（２）実施期間  平成２２年７月１５日～平成２３年３月１８日 

 

（３）事業に要した経費 

    総事業費：５，０２２，８５１円   補助金の額：５，０００，０００円 

 



２ 事業実施結果 

（１）手漉き和紙研修会 

広く一般に和紙の魅力を伝えるため、白皮づくりから煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥

まで伝統的な技法による手漉き和紙の製作を体験してもらうとともに、和紙の用途や和紙の可

能性を参加者と一緒に探っていくことを目的に、藍染め和紙づくりや、行灯、ポチ袋、便箋など

現代の生活における和紙の使い方を提案する研修会を毎月１回のペースで実施した。 

昼食には、那賀町の特産品である柚子をつかった郷土料理を提供するなど、食の魅力も併

せて楽しんでもらうことにより、那賀町の総合的な魅力を体験してもらうことを目指した。 

①山里で和紙を漉く 

 日時／平成２２年７月２４日(土）、２５日(日）１０：００～１６：００ 

 参加者／８名 

 研修内容／白皮づくり、煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥 

②手漉き和紙研修会「拝宮和紙＋阿波藍」 

 日時／平成２２年８月２１日(土）、２２日(日）１０：００～１６：００ 

 参加者／９名 

 研修内容／煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥＋先染めの和紙づくり 

③手漉き和紙研修会「拝宮和紙＋阿波藍２」 

 日時／平成２２年９月２５日(土）、２６日(日）１０：００～１６：００ 

 参加者／６名 

 研修内容／煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥＋先染めの和紙づくり 

④手漉き和紙研修会「拝宮和紙のあかり」 

 日時／平成２２年１０月２４日(日）１０：００～１６：００ 

 参加者／４名 

 研修内容／煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥＋行灯づくり 

⑤手漉き和紙研修会「木頭ゆず＋拝宮和紙」 

 日時／平成２２年１１月２３日(火・祝日）１０：００～１６：００ 

 参加者／３名 

 研修内容／煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥＋柚子狩り、ラベルづくり 

⑥手漉き和紙研修会「ぽち袋づくり～拝宮和紙で包む私の気持ち」 

 日時／平成２２年１２月１９日(日）１０：００～１６：００ 

 参加者／４名 

 研修内容／煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥＋ぽち袋づくり 

⑦手漉き和紙研修会「楮の刈り取り・和紙の漉き初めり」 

 日時／平成２３年１月９日(日）１０：００～１６：００ 



 参加者／５名 

 研修内容／楮刈り取り、抄紙、脱水、乾燥＋藍染め和紙 

⑧手漉き和紙研修会「えびす舞の福を届ける便箋づくり」 

 日時／平成２３年２月２６日(土）１０：００～１６：００ 

 参加者／３名 

 研修内容／煮熟、ちりより、叩解、抄紙、脱水、乾燥、木版画による便箋製作 

 

（２）手漉き和紙体験受入 

楮（コウゾ）の黒皮をむき白皮をつくる白皮づくりの作業から始め、傷んだ部分を手で取り除く

「ちりより」、繊維を叩いてほぐす「叩解（こうかい）」、紙漉き、乾燥まで、伝統的な製法をひとと

おり体験してもらう「手漉き和紙体験コース」を、随時受け入れた。 

また、次年度の研修会に用いる楮を確保するため、平成２３年１月には楮刈り、２月には白皮

づくりのボランティアを受け入れた。 

７月／H22.7.30 ５名 

８月／H22.8.9 ６名 

９月／H22.9.24 ３名 

１０月／H22.10.11 ８名 

１１月／H22.11.21 ２２名（縁結びの会）  

H22.11.26～27 ７名 

１月／H23.1.8 １５名（楮刈りボランティア） 

H23.1.20 ２名 

２月／H23.2.5 １９名（白皮づくりボランティア） 

H23.2.19 １２名（白皮づくりボランティア） 

H23.2.21～22 ２名 

H23.2.27 ４名 

３月／H23.3.5 ４名 

 

（３）学校との連携 

地元の上那賀中学校、桜谷小学校の生徒を受け入れ、地域の伝統産業であった手漉き和

紙づくりを体験してもらった。上那賀中学校の３年生は、卒業証書を自分で漉くことを目標に和

紙づくりに取り組んだ。 

平成２２年７月１３日（火）９：００～１５：００ 桜谷小学校３年生 １６名 

平成２２年１１月１日（月）９：００～１５：００ 上那賀中学校２年生 １６人 

平成２２年１１月８日（月）９：００～１５：００ 上那賀中学校１年生 ７人 



平成２３年１月１７日（月）９：００～１５：００ 上那賀中学校３年生 １８人 

 

（４）海外からの研修生受け入れ 

吉本愛里（バンコク在住） 

英国エジンバラ美術大学を目指しているバンコクの高校生を夏休み期間中に研修生として

受け入れ、手漉き和紙の技術習得、研修会のサポートなどを学んでもらった。 

・受け入れ期間 平成２２年７月８日（木）～８月１５日（日） 

 

（５）その他 

・徳島新聞社カルチャーセンター講座「和紙のポチ袋づくり」H22.12.17 ６名 

 和紙と洋紙の違い 

 手漉き和紙ができるまで 

 折り型 

 ぽち袋づくり 

 

（６）手漉き和紙体験施設のＰＲ 

①井本紙漉場パンフレット印刷、配布 

・１０，０００部印刷 

・規格／Ａ５版６ページ、カラー 

・配布先／マスコミ、タウン情報誌、県内各市町村教育委員会、図書館、博物館、美術館、

文化会館、県外雑誌社、県外文化施設、阿波藍×未来形プロジェクト展、かんさい

フラワーショーでの配布等 

・内容／那賀町拝宮地区の文化資源、手漉き和紙体験研修の案内、和紙の魅力、アクセ

ス案内等 

②阿波農村舞台通信の印刷、配布 

・平成２３年１月３１日発行、２０００部印刷 

・規格／Ａ４版８ページ、カラー 

・配布先／マスコミ、タウン情報誌、県内各市町村教育委員会、図書館、博物館、美術館、

文化会館、県外雑誌社、県外文化施設等 

・内容／那賀町拝宮地区の文化資源、井本紙漉場の案内、農村舞台の魅力等 

③イベント、企画展への出展 

●「阿波藍×未来形プロジェクト展」への出展 

徳島県と文化立県とくしま推進会議が主催する標記の展覧会に出展し、井本紙漉場のＰＲ

を行った。美馬市脇町の重要伝統的建造物群の指定を受けた「うだつの街並み」の中にあ



る、かつての藍商人の屋敷「吉田家住宅」を会場に、徳島特産の藍染めによる新しい価値観

を提案する公募展に応募し採択されたものである。「小さなことの中に」をテーマに、阿波藍で

染めた和紙のレターセットで心を込めた手紙を書くなど、日々の暮らしの中の小さなことを大切

にしていくことが、本当の豊かさにつながることを提案した。 

・搬入 平成２２年１０月３０日（土） 

・展示期間  平成２２年１０月３１日(日）～１１月８日(月） 

・会場 藍商佐直「吉田家住宅」（徳島県美馬市脇町） 

・来場者／約１０００人 

・出展内容／吉田家住宅２階の窓際の文机の上に、藍染め和紙の便箋、封筒、行灯、藍染

め座布団、筆、硯、文鎮により、書きかけの手紙を展示 

 

【小さなことの中に】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の暮らしの小さなことの中にこそ、大切にすべきものがあります。 

ともすれば見過ごされてしまいそうなところに、 

やさしく繊細な心遣いがなされているのに気づくとき 

心の中が浮き立つような、楽しい気分になります。 

例えば、封筒や便箋にまで気を配り、心を込めて綴られた手紙。 

会って話をする以上に、その人を身近に感じることができます。 

拝宮和紙・井本紙漉場では、阿波藍との出会いから生まれる 

徳島ならではの和紙を通じて心豊かな暮らしのお手伝いをしたいと考えています。 

 

●かんさいフラワーショーへの出展 

徳島ならではの文化的魅力を県外で発信するため、「かんさいフラワーショー２０１０」のブー

スを借り上げ、藍染め、和紙、柚子など植物由来の文化資源を出展するとともに、井本紙漉

場のパンフレット、手漉き和紙研修会のちらしを配布ｊした。手漉き和紙についての関西の人



々の感触をつかむとともに、徳島県に対するイメージや認知度を肌で感じることができた。 

・開催期間／平成２２年１１月１９日（金）～２１日（日）１０：００～１７：００ 

・会場／大阪市鶴見区緑地公園 花博記念公園鶴見緑地水の館ホール 

・出展内容／那賀町の文化資源ポスター、藍染めポスター、井本紙漉場パンフレット、藍染

め和紙便箋、封筒、行灯、藍染めストール、藍染めコースター、柚子玉、柚子みそ

柚子ジャム、柚子畑写真、藍の種、乾燥藍 

・来場者／約７万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●徳島県ゆずクラスター事業 「木頭ゆずは“徳島”の香りです。」  

・開催期間／平成２２年１１月１７日（水）～１８日（木） 

・会場／ふるさと情報プラザ（東京都千代田区有楽町） 

・出展内容／徳島県が主催するゆず製品の物産展、中野健吉写真展に参加し、井本紙漉

場のパンフレットを配布した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④移住交流イベント「もんてこい丹生谷」の開催 

那賀町では「那賀町移住交流センター」がＵＩターンの窓口として稼働しており、昨年は有志

の実行委員会によるＵＩターン推進イベント「もんてこい丹生谷」を東京で行うなど、都市圏にも

積極的に情報発信をし、ＵＩターンへの感心が高まっている。平成２２年度は、那賀町移住交

流センターとの連携のもと、移住・交流を目指している人々を対象に、那賀町でイベントを開

催し、拝宮和紙・井本紙漉場や農村舞台、阿波人形浄瑠璃、柚子等の郷土食などの情報

発信を行うことにより、那賀町ファンを増やし、二地域居住・定住促進のためのＰＲを図った。 

・開催日時／平成２２年１０月１０日（土）１１：３０～ 

・会場／那賀町相生体育館（那賀町延野字大原１３８番地 ） 

・参加者／１１０人  

・内容／ミュージカル、人形浄瑠璃、阿波踊り、郷土料理会食等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（７）手漉き和紙の新たな魅力づくりの検討 

手漉き和紙体験施設の運営を継続していくためには、和紙の魅力と現代の生活における和紙

の活用方法を積極的に提案していくことが不可欠である。このため、手漉き和紙の各工程をで

きるだけ多く体験してもらう本格的な手漉き和紙研修会に加えて、日常の生活の中における和

紙の魅力ある活用方法を楽しみながら学べるカリキュラムを検討し、研修会の企画に反映し

た。 

また、体験研修の実施に加えて、手漉き和紙の新たな用途を検討し、現代の生活にマッチし

た魅力ある手漉き和紙製品、特に、地域の風土や歴史に根ざした文化的な物語性を有するオ

リジナリティにあふれる製品開発に向けた検討を行った。 

 

 

２ 事業の成果 

（１）地域の文化資源の可能性の検証 

地域の文化資源は、その土地ならではの風土や歴史によって育まれた独自性を有しており、

距離や時間、経費に関わらず、広範囲から多くの人を惹きつける強い求心力を持っている。定

住、二地域居住に踏み切るためには大きな決断が必要であるが、それを後押しする重要な要素

として、手漉き和紙や農村景観、食文化、伝統芸能など地域の文化資源を活用する事業を実

施した。その結果、徳島市内から約２時間という不利なロケーションの井本紙漉場の手漉き和紙

研修会に、県外客も含む多数の参加があるなど、地域の文化資源が、まちづくりや経済面の活

性化につながる可能性を有していることが検証された。 

 

（２）研修会のカリキュラムのストック 

①１日（約６時間）の研修会で、地元産の楮を使い、皮剥きから乾燥まで伝統的な技法で和紙

を製作する基本のカリキュラムを完成させることができた。 

●準備物 

・道具／木槌、まな板、バケツ、ざる、舟、竹、ネリ、簾桁 

・原料等／黒皮２００ｇ、包丁、灰汁５リットル、 

●１日コースカリキュラム（１０：００～１７：００） 

・工場内見学、概要説明／０．５時間 

・黒皮（２００ｇ）→白皮／２時間 

・白皮の煮熟／２時間・・この間に工程等の説明、昼食、次の工程の準備 

・ちりより／０．５時間 

・叩解／０．５時間 



・紙漉／１時間 

・脱水・乾燥／０．５時間 

②半日コースとして、紙漉～乾燥までのカリキュラムを作成した。 

●半日コースカリキュラム（１３：００～１５：３０） 

・工場内見学、概要説明／０．５時間 

・紙漉／１．５時間 

・脱水・乾燥／０．５時間 

③和紙の用途の提案 

現代の生活や居住空間において手漉き和紙が登場するシーンはほとんどなくなってしまった

ことから、デザイナー等専門家の協力も得ながら、オリジナルの行灯やぽち袋、便箋など和紙

の魅力ある使い方の提案を行うカリキュラムをつくった。 

 ●オリジナル行灯１ 

４者でつくる生活体験施設ネットワークで開発した行灯キット。 

徳島杉と和紙を使い、だれでも１時間程度で製作可能。和紙を通して、柔らかに拡散する

電球の光が、暖かな雰囲気をつくる。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オリジナル行灯２ 

「井本紙漉場のオリジナル行灯」 

手漉き和紙研修会で漉く、Ａ４判の耳付き和紙

を丸めただけで、自分だけのオリジナル行灯を

つくることができる。自分で漉いた和紙を、簡単

に活用することができる最もシンプルなデザイン

の行灯。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④徳島ならではの和紙の製作を目標として、阿波藍を使い、天然灰汁発酵建てという伝統的な

技法を用いた藍染め和紙の製作カリキュラムをつくった。 

叩解した楮を阿波藍で染めた後、紙に漉いた後染めの和紙。阿波藍の染料液に浸ける時間

によってグラデーションを表現することができる。天然染料であり、手漉き和紙との取り合わせは

非常に優れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域の協力体制の整備 

手漉き和紙研修会を実施するに当たり、講師や実習の補助者、研修会の準備などで地域住

民の協力体制ができた。また、昼食の準備については、近隣の部落からも協力をいただき、柚子

酢をつかったちらし寿司（かきまぜ）や酢の物など郷土色豊かな食事を提供することができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）拝宮和紙・井本紙漉場ホームページの開設、運営 

Ｕ Ｒ Ｌ 

http://www.nousonbutai.com/imoto-

kamisukiba/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・井本紙漉場の歴史 

・手漉き和紙ができるまで 

・手漉き和紙体験 



・イベント情報～手漉き和紙をもっと楽しむ 

・ご宿泊案内、交通案内 

・ご予約・お問い合わせ 

・拝宮谷だより（ブログ） 

・拝宮の風景（写真集） 

・徳島で暮らす～移住・定住をお考えのみなさまへ 

 

３ 今後の課題・方向性 

●今後の課題 

（１）体制の充実 

①後継者の育成 

那賀町拝宮地区は、江戸時代から手漉き和紙の産地として栄えたが、昭和２０年代をピー

クに衰退の一途をたどり、現在、手漉き和紙の技術を伝える人は、わずか数名となっている上

に、伝承者の高齢化も進み、後継者の確保が喫緊の課題である。また、拝宮地区は、過疎

化、高齢化が著しく、わずか２５戸、５０人弱の集落であり、地区内で後継者を育成するのは困

難な状況である。 

②指導者の確保 

都市部からの体験参加者に、わかりやすく説明しながら研修会を進行することのできる指導

者の養成が不可欠である。 

（２）県外へのＰＲ 

徳島市から車で約２時間。公共交通機関は、バスを乗り継ぎ、最寄りのバス停から徒歩で山

道を徒歩約１時間という不便な場所であり、手漉き和紙体験に足を運んでもらうには、相当な

魅力ある内容でなければ難しい。 

しかしながら、手漉き和紙は、日本人の感性を形づくってきた極めて高い文化性を有するとと

もに、今となっては希少性も高くなっていることから、少数ではあるが高い関心を有する層もい

る。手間暇をかけた本物の良さを理解できる人々に向けて的確な情報を届けることができれ

ば、時間や経費をいとわずリピーターとなってくれる顧客の獲得も可能である。そのためにはホ

ームページやメディアを通じた質の高い情報を県内外に向けて広く発信していくことが不可欠で

ある。 

（３）和紙製品の開発 

紙漉場の維持管理費、研修用道具の調達、鎌や包丁、消耗品、通信費、テキスト等印刷

費、広報経費、ボランティアスタッフの日当や交通費など、手漉き和紙研修会の実施に当たっ

ては相当な経費が発生する。このため安価な受講料で、広く伝統工芸の魅力を伝えていくため

には、オリジナルの和紙製品を開発して収益を得ていくことも検討する必要がある。 



また、商品が手漉き和紙研修会の効果的なＰＲにもつながる。 

 

●今後の方向性 

（１）体制の充実 

町内外から希望者を広く公募し、継続的な専門研修を実施し、その中から拝宮和紙の後継

者や研修会の指導ができる人材を養成していく。 

・美術系の大学 

・週末に拝宮へ通うことができる人 

（２）県外へのＰＲ 

多くの経費をかけずに効果的なＰＲを行うには、ホームページを通じた情報発信が最適であ

る。また、全国に多数ある産地の中で差別化を図るため、井本紙漉場の優れたロケーションや

拝宮地区の他の文化資源の情報を併せて、地域の総合的な魅力を発信していくことが重要で

ある。 

（３）和紙製品の開発 

越前、美濃、土佐、石州などが和紙の世界のブランド産地であり、文化財の修復にも使わ

れ、日本画や版画、書道用紙をはじめ、便箋や封筒、名刺に至るまで様々な和紙製品が販売

されている。そうした中、全国的には無名の拝宮和紙製品が対抗していくためには、これまでに

ない新たな視点の製品開発が必要である。 

その一つの方向性が、文化的なストーリー性を前面に出していくことであると考えている。拝

宮地区には、かつて徳島県内でも有数の人形座が活躍し、白人神社の境内には堂々たる人

形芝居用の舞台が現存し、毎年公演が開催されている。また、全国第２位の柚子の産地であ

り、良質の干し柿や杉も有名である。これらの文化資源と絡めたストーリー性のある和紙製品を

検討していく必要がある。 


